
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

２.玉城町の地域区分の考え方 

３.玉城町中心地域の人口動態 ５.玉城町への転入動機の分析 

地方都市郊外に位置し特殊な人口動態を示す地方農村地域の現状と今後の課題 
三重県立松阪高等学校 郷土地理部   
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玉城町の字別人口と世帯数より、世帯構成人数の 

メッシュマップを作成した。図４から、町中心地域は、 

他の地域に比べ、世帯構成人数が小さい傾向が見ら 

れる。これはアパート等の増加により単身世帯が多い 

事、高齢化の進展により高齢者単身世帯が多い事に 

よると考えられる。このことからも、町中心部が周辺地 

域と異なる特色を持つ地域である事が推測できる。 

三重県度会郡玉城町は、三重県中南部 

の中心都市である伊勢市・松阪市の中間に 

(伊勢市には隣接)位置する農村地域である。 

同町は、人口減が目立つ三重県中南部にあ 

りながら、2015 年まで人口増が続いてきた。 

その後、微減傾向に転じたものの、2019 年 

時点でも若干の社会増が見られ、同年の年 

少人口割合は三重県全市町で 3 番目に高 

いなど、特異な人口動態を示している。図２ 

は、同町と近隣の度会町・伊勢市の人口ピラ 

ミッド（R２年）である。３市町を比較すると、玉 

城町は生産年齢人口および義務教育学齢期 

の人口比率が、突出して高いことが確認できる。 

このような同町の特異性について、フィー 

ルドワーク、国勢調査・自治体調査等の分析 

を通じ、その要因や、現在人口減少の局面に 

転じつつある同町の、今後の振興政策の方 

向性を探った。 

玉城町は、社会的人口増が顕著で、住居を中心とした新築建物の件数が多く、特に町内中心部の田丸地区に集

中する傾向が見られる。（図５）一方、空き屋も増加傾向にあり、町担当者からの聞き取り調査では、今後の大きな

課題と捉えていることが分かった。空き屋についても、同様に中心部田丸地区に集中する傾向がみられる。（図６） 

図７・図８は、空き屋と新築建物の分布を、中心地域に限って拡大表示したものである。この図を基に現地調査を

行なった結果、半径５００ｍ程度の狭い地域の中で、田丸駅を中心に空き屋や空き地が目立ち、空洞化の進展が推

測される旧城下町地域と、旧城下町と農地との境界部で小規模の住宅団地の造成が目立つ地域に二分される状

況が確認できた。また町役場担当者との聞き取りから、H29 年の水害により浸水被害の大きかった旧城下町地域

で、図６以上に、空き屋や空き地増加していることを知り、現地調査でも確認できた。 

図４ 地域別世帯人数 

図３玉城町全図・中心地域 

図１ 

伊勢市 

図５ 新築建物位置(H22～27 年) 図６ 空き屋位置(H29 年) 

玉城町は 1955～56 年に田丸町と近隣３村が合 

併し誕生した。現在も旧町村の区分が４つの小学 

校区として残っている。旧田丸町は、江戸時代には 

田丸藩の城下町で、明治 22 年に既に町制施行さ 

れており、歴史的には都市的機能を備え一定の中 

心性を持った地域であった考えられる。本研究では、 

旧田丸町の城下町と周辺地域（おおむね図２の赤丸 

で囲まれた区域）を玉城町中心地域として捉えること 

とする。 

玉城町実施のアンケートによれば、近隣市からの転入者は生活コストの低さや子育て等、近隣町からは交通の

利便性、結婚、仕事事を主な転入動機としている。両者の間には明らかな違いがあり、玉城町は伊勢市郊外の性

格と、度会郡内で一定の中心性を持った地域という性格を併せ持つことが推定できる。 

 

 

玉城町の昼夜間人口比率は、国勢調査より 2000 年に 97.7、2015 年には 99.8 と上昇しており、三重県内の町では１位である。この間、玉城町では美和ロック・京セラ等の工場拡張による雇用拡大が進んでおり、

いわば職住近接型の人口増加が進展したと考えられる。このことより、同町は単に伊勢市の郊外地域だけではない中心性を持った地域として発展してきたと考えられる。同町の中心地域の田丸地区は、公共施設な

どが集中するだけでなく、続・日本百名城に選定された田丸城がほぼ町内全域から望見できる台地上にそびえ、城内に町内唯一の中学校があってほとんどの町民が通学した経験を持つなど、実質的かつ精神的な

中心地区となっている。同町は、伊勢市や松阪市郊外という等質地域ではなく、一定のまとまりを持った独立性を維持し、結節地域として機能していると考えられる。 

また同町の新たな小規模の宅地造成は町中心地域の縁辺部を中心に進行しており、一方、中心地域の中の旧城下町では、H29 年の水害被災地域を中心に空き屋・空き地が増加するなど、空洞化が進行しつつ

ある。この状況は、半径５００ｍ～１km 程度の狭い地域の範囲内で起こっており、人口増と空洞化の対応を一体的に行なうことが可能ではないかと考える。具体的には、旧城下町の空き地・空き屋を、開発可能な資

産と捉え、周辺の歴史的景観とマッチした高級感のあるリフォーム・立て替え等を行う、商業店舗等を誘致するなど、一種のジェントリフィケーションを行い、旺盛な住宅需要に対応してはどうだろうか。町中心部の機

能性をより高め、玉城町全体のコンパクトシティ化を促進することを提案したい。 

１.研究目的・玉城町の概況等 ４.空洞化と市街地拡大が進展する中心地域 

度会町 玉城町

図 2 

図６拡大図 

６.考察  ～今後の地域振興施策に関わって～ 

美和ロックの主力工場の同社

玉城工場。同社の生産量の

9 割を占める(昨年８月) 

町のほとんど全域から見る

ことのできる田丸城(玉城町

ＨＰより) 

図５拡大図 

周辺部の住宅団地 

中心部の空き家 

玉城町基本情報 

（県内 29 市町順位） 

面積 人口 人口密度

40.9 ㎢ 15041 人 366 人

25/29 位 19/29 位 13/29 位


